






















































































































「ルック・ジャパンJ という雑誌の 1 9 9 0 年九月の号に大嘗祭の記事がこのように
序論されている。” This year, on the night of November 22,the new emperor will 
enter a specially-made building and wait for the descent of an ancestral 
god, with whom he will eat and stay the night--and achieve divinity. This is 



























































































































































2 億 9 千万円）の九倍近い。 「大嘗祭が神道儀式なのに公的行事として多額の税金を支出
a唖”’’ 
(9) 
のはおかし~＼＇神道国家ではない」と訴えたプラカードも色々な市の繁華街でも見られた
大嘗祭と天皇制
大嘗祭と、一般的に、即位儀礼の際は、天皇制そのものはよく問い直されたようである
過激の意見もあれば、天皇制の変わってきた性格を表現する穏健な意見もある。
アリトテレスの「君主の大権が制限されるほど、君主の権威は無傷で存続される」とい
う格言に基づいて、京都大教授、同人文科学研究所所長の上山春平はソフト天皇制の理論
を発表する。現行の昭和憲法下の天皇制はこうした伝統を継承するという条件を満足させ
る。今日の天皇は「国政に関する権能」はない。結果は日本は君・主制ではない。これは日
本しかない場合で、議会制デモクラシーを国政の根幹とする点で、デモクラシーと君主制
の混合体制と見るべきではないだろうか。この体制のもとで、世襲の君主制は、国家の頂
点に、泥にまみれやすい政治家たちの立ち入りを許さぬ聖域を設ける役割を果たしている
。この聖域の非権力化に、天皇制木来の伝統を見る。奈良時代や明治憲法時代以外、独自
な日本文明を開花させ成熟させた京都首都時代には、極度にソフトナスタイルが主流をな
している。こうしたソフトな天皇制は、新時代にふさわしい再生である。
一方、厳重な天皇制の反対する声声の代表する網野善彦の理論も紹介する。
網肝苔彦の理論では、大嘗祭は位J安に日本の社会に起こる差別に結ばれている。
それによると、 1 ）大嘗祭の本質を葬式儀礼であるモガリの儀礼と結びついた天皇霊の継
承は、 「タマ祭り」によって粉飾、隠蔽されたのが律令制に規定された。
2 ）大嘗祭のタマ祭りからイネの祭りへの変身の背景として、日本の「未
開」の社会に高度に文明的な中国大陸の律令制と組織された世界宗教としての仏教が受容
されることによって、最初の国家が形成された。
3 ）このような隠蔽の作用は、女性、職能者、非人などの社会的弱者が宗
教集団として「血の原理J により組織化されるのを、上層階級が弾圧する過程を隠蔽した
と E里見平できる。
その理論を証明する展開は山折哲雄と網野善彦はこう解説する。
まず、大権としての条件となるものには、三があると言える。それらは、カリスマ性、
血の原理、霊の原理である。
大嘗祭による「天皇霊の継承の非断絶性j のフィクション性ができあがった。千三百年
にわたり、権威の表弱、転落にもかかわらず、そのフィクション性は、断絶されたこたが
なかった。
大嘗祭の本来の姿はモガリの儀礼の部分だった。モガリは心理的にも、政治的にも、大
切な役割を演じる。というのは死とケガレに対する怖れが招魂の儀によって回避されるし
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(10) 
、王位の継承者がきめられない時、遺体の埋葬をしばらく猶予する。それによって、王位
の中継という危機な状態をうまく回避できる。霊威の継承を認めながら、代々の天皇の体
に内在する霊威が先王の遺体から新しい天皇の体に漂着することになる。
モガリの意義：生理的な死と社会的な死というの二重の概念が前提となる。従って、霊
威の転生に基づく王位の継承を可能にする。それは王権の「空位」状態を回避するととも
に、魂の転移を促進して、新しい天皇の正当性は問題として取り上げられないことを可能
にする。モガリ宮はその霊威転換の場所であると同時に、大嘗祭の舞台でもある。大嘗祭
は古い天皇の埋葬と新しい天皇の誕生を告げる、一続きの儀礼である。 「大嘗祭の本来の
姿は葬送儀礼と直接結び付いている。死の儀礼である葬式と切り離してしまうと、その本
質は隠蔽され、その存在意義を喪失せざるをえないことになる。」
死のケガレの「践砕」と浄め野だ大嘗祭の分離という気がする。天皇の即位は七月以前
だったら、大嘗祭はその年の十一月に行なわれる。八月以降だったら、大嘗祭は翌年の十
一月におこなわれる。分離され、ケガレの中で行なわれる大嘗祭と浄めの中で行なわれる
大嘗祭の二つである。
そのように、本の大嘗祭の性格の失いのプロセスはこのようになった。
1 ）天皇霊の継承という秘儀的な側面が隠されること。
2 ）収穫儀礼の側面が表面に強調されることで、イネ祭りの要因が浮上する。
3 ）新嘗祭との関係の中に位置づけられ、葬式との関係については語られなくなった。
結局、新嘗祭と統合され、タマ祭りとしての大嘗祭がイネ祭りとしての大嘗祭へと転身を
とげた姿が見られる。
大嘗祭、そして大嘗祭の密議がイネに関する祭儀によって、タマ祭りの性格が覆い隠
されてしまった。日本の天皇制における王権の継承が霊魂の転生によって保証される。
結局として言うなら、大嘗祭は天皇制の「血の原理」の隠蔽のドラマであると言えよう。
1990年11月の明仁天皇の即位儀礼に含まれた大嘗祭は、日本人に再び天皇・皇室に対
する興味を呼び起こした。大嘗祭の問題は日常生活から遠く離れていて、大昔の記憶が現
代に浮かび上がったことであろう。大部分の若い日本人は「大嘗祭」という言葉を初めて
耳にするが、その行事をめぐる議論が彼（女）らの記憶の中にどれくらい残ると疑わしい。
将来、大嘗祭どうなるか。宗教界と専門家を除いて、ますます興味を持たれなくなるか。
いわゆる木来の意義が失われた、化石化した儀礼になるだろうか。象徴天皇の「象徴」と
いうわくを越えた越権行為に反対する世論の前に大嘗祭がなくなってしまうだろうか。
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